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高圧一括受電サービス利用規約の改定及びサービス利用料金（電気料金）の 

算定方法の変更について（お知らせ） 

 

 

平素は弊社の高圧一括受電サービス（以下「本サービス」といいます。）をご利用いただき、厚く御

礼申しあげます。 

 

弊社は、本サービス利用規約を 2024 年 7 月 16 日に改定し、本サービス利用料金の算定方法を

2024 年 10 月１日のご利用分から変更することといたしましたので、お知らせいたします。（※１） 

 

 昨今の世界的な燃料価格の変動により、本サービスの運用は多大な影響を受けました。 

弊社ではこれまで電力調達先の見直しや経費削減に取り組み、また、割引率改定によりお客さま

へご負担いただく等の対応を行ってまいりましたが、不安定な世界情勢など、本サービスの先行き

は不透明な状況です。 

このような状況に鑑み、安定的な電力供給とサービス提供を着実に続けていくことを目的として、

やむなく燃料費等調整額（※２）の上限を廃止することといたします。 

また、本サービス利用料金の算定において、燃料費等調整額と再生可能エネルギー発電促進賦課

金（以下「再エネ賦課金」といいます。※３）を、割引対象から除外いたします。 

 

弊社は、今後もご利用いただいているお客さまの安心安全のために、より一層努力していく所存

でございますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

※１：詳細については弊社ウェブサイトをご参照ください。 

   「高圧一括受電サービス ご契約者さま専用ページ」 

   https://www.toenec.co.jp/guide/energyproject/mems/enetoc/index.html 

 ※２：電気を作るために必要な燃料の価格変動に応じて電気料金を調整するものです。 

 ※３：再生可能エネルギーの普及促進を目的に電気利用者が一律の単価を負担するものです。 

  

 



１．変更内容 

本サービス利用規約を 2024 年 7 月 16 日付で改定し、2024 年 10 月１日のご利用分から、

以下のとおり本サービス利用料金の算定方法を変更いたします（規約改定後も 2024 年 9 月

30 日までのご利用分については変更前の規約（2024 年 3 月 1 日改定）に基づき本サービス利

用料金を算定いたします）。弊社ウェブサイトの「高圧一括受電サービス利用規約 変更箇

所（概略）」を併せてご参照ください。 

（１）燃料費等調整額の上限廃止 

（２）燃料費等調整額を割引対象から除外 

（３）再エネ賦課金を割引対象から除外 
 

２．変更による影響額（変更前と変更後の差額） 

   以下では、１ヶ月あたりのご使用量を 300kWh（※４）、割引率を５％とした場合の影響額

を試算しています。なお、基本料金単価・電力量料金単価の変更はございません。 

※４：弊社お客さまの平均的な使用量を用いています。 

 

 

 
 

（１） 燃料費等調整額上限廃止による影響                                      （税込） 

供給エリア 
燃料費等調整単価 

(2024 年 6 月) 
燃料費等調整単価 

上限値 
影響単価 影響額 

北海道地区 -5.67（円/kWh） 6.99（円/kWh） 0（円/kWh） 0 （円） 

関東地区 -5.80（円/kWh） 7.89（円/kWh） 0（円/kWh） 0 （円） 

中部地区 3.31（円/kWh） 5.36（円/kWh） 0（円/kWh） 0 （円） 

関西地区 4.32（円/kWh） 2.24（円/kWh） 2.08（円/kWh） 624（円） 

北海道地区・関東地区・中部地区においては 2024 年 6 月における燃料費等調整額は上限価 

格の範囲内にとどまるため、上限廃止による影響はございません。ただし、今後の燃料価格の 

推移次第では影響が発生する可能性がございます。 
   

（２） 燃料費等調整額を割引対象外とする影響   （税込） 

供給エリア 
燃料費等調整単価 

(2024 年 6 月) 
影響額 

北海道地区 -5.67（円/kWh） -85（円） 

関東地区 -5.80（円/kWh） -87（円） 

中部地区 3.31（円/kWh） 49（円） 

関西地区 
4.32（円/kWh） 

[ 2.24（円/kWh）] 
33（円）※５ 

   ※５：現行サービス利用料金は燃料費等調整単価上限値 2.24 円/kWh に対して割引を行って 

      いることから、影響額は 33 円となります。 
 

（３） 再エネ賦課金を割引対象外とする影響    （税込） 

供給エリア 
再エネ賦課金単価 

(2024 年度) 
影響額 

区域共通 3.49（円/kWh） 52（円） 

以 上 

割引対象外 

（基本料金＋電力量料金）×（１－割引率） 
再エネ 

賦課金 

燃料費等 

調整額 


